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1. 平成27年2月期の業績（平成26年2月21日～平成27年2月20日）

(2) 財政状態

(3) キャッシュ・フローの状況

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年2月期 10,168 △14.6 △686 ― △758 ― △855 ―
26年2月期 11,913 △20.3 89 ― 97 ― 107 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年2月期 △60.37 ― △26.2 △10.1 △6.8
26年2月期 7.57 ― 2.9 1.3 0.8

（参考） 持分法投資損益 27年2月期 ―百万円 26年2月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年2月期 7,126 2,832 39.7 199.79
26年2月期 7,956 3,694 46.4 260.59

（参考） 自己資本 27年2月期 2,832百万円 26年2月期 3,694百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年2月期 587 △111 1 1,030
26年2月期 △661 △122 895 553

2. 配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向

純資産配当
率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年2月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00 14 13.2 0.3
27年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
28年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成28年 3月期の業績予想（平成27年 2月21日～平成28年 3月20日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）平成28年３月期は、決算期変更に伴い13ヶ月の変則決算となる予定であるため、通期業績予想は13ヶ月間の予想数値を記載しており、対前期増減率につ
いては記載しておりません。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,500 19.5 33 ― 2 ― △12 ― △0.85
通期 12,400 ― 160 ― 90 ― 60 ― 4.23



※ 注記事項
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年2月期 14,204,289 株 26年2月期 14,204,289 株
② 期末自己株式数 27年2月期 28,871 株 26年2月期 27,556 株
③ 期中平均株式数 27年2月期 14,176,122 株 26年2月期 14,177,589 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は

終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、〔添付資料〕２ペ
ージ「１．経営成績 (1) 経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当事業年度の経営成績 

 当事業年度におけるわが国の経済は、４月１日に施行された消費税率引き上げの影響により、増税前の駆込み需

要と増税後の消費の反動減が顕著でありました。 

 当業界におきましては、一部の高額腕時計や高額ブランドバッグなどで消費税増税による売上高への影響が顕著

に見られた反面、全体としては、長引く円安や材料費高騰の影響による消費者物価の上昇傾向を受け、基本的には

消費に慎重な姿勢も窺われ、売る側としては、駆込み需要をいかに取込むか、また、反動減の影響をいかに小さく

抑えるかが焦点となりました。 

 このような環境下、当社は、前事業年度末より在庫確保に努めるとともに、チラシ販促とＤＭ販促の投入強化を

図り、増税前の駆込み需要の取込みについては、一定の成果を上げることができました。増税後は顧客データを活

用したＤＭ販促による人気ブランド商品やプライベートブランド商品の販売キャンペーンや特設売場での催事を展

開するなど、早期の売上回復に努めましたが、消費税増税の影響は想定以上に長期化し、売上高は前事業年度比

14.6％減となりました。 

 一方で、主力事業であるファッション事業の今後の展開として、小売法人向けの商品供給や販売業務委託などに

よる売上の拡大に取組んでまいりました。特に、今後、増加が見込まれる海外観光客のインバウンド需要の取込み

による事業拡大に積極的に取組んでまいりました。 

 利益面では、売上高の減少に伴い、在庫回転率の低下による滞留期間の長期化が予測されたため、最需要期であ

る第４四半期会計期間において、滞留在庫を中心とした商品在庫の消化に努め、量的にも質的にも適正な在庫水準

まで圧縮するとともに、営業キャッシュ・フローの黒字化を果たしましたが、売上総利益率の低下は避けられず、

営業損失を計上することとなりました。 

 これらの結果、売上高は10,168百万円（前事業年度比14.6％減）、営業損失は686百万円（前事業年度は89百万

円の営業利益）、経常損失は758百万円（前事業年度は97百万円の経常利益）となりました。また、特別利益とし

て投資有価証券売却益49百万円を、特別損失として売場面積の減床による効率化を図る改装等により固定資産除却

損30百万円、当事業年度において業績改善に至らなかった一部店舗の固定資産につき、94百万円の減損損失などを

計上した結果、当期純損失は855百万円（前事業年度は107百万円の当期純利益）となりました。

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

［ファッション部門］ 

 ファッション部門においては、増税前の駆込み需要の取込みと小売法人向けの商品供給や販売業務委託などに

よる海外観光客のインバウンド需要の取込みにより、高単価商品を中心に売上増が見られたものの、増税後の売

上減の影響と滞留在庫を中心とする商品在庫の圧縮強化に伴う売上総利益率の低下により、売上高は9,797百万

円（前事業年度比15.0％減）、セグメント損失は180百万円（前事業年度は622百万円のセグメント利益）となり

ました。 

［賃貸部門］ 

 賃貸部門においては、賃貸物件の契約終了などにより、売上高は165百万円（前事業年度比比4.0％減）、セグ

メント利益は50百万円（前事業年度比8.1％増）となりました。 

［その他］ 

 その他の部門では、空調設備やＬＥＤ照明などの販売が好調に推移しましたが、売上高は205百万円（前事業

年度比4.5％減）、セグメント利益は0百万円（前事業年度比100.0％減）となりました。 

② 次期の見通し 

 次期につきましては、わが国の経済は、平成26年４月の消費増税による影響が一巡し、企業業績の改善が個人所

得の改善につながることで個人消費への波及が期待される状況であります。 

 このような状況下、当社におきましては、お客様へ質の高い商品とサービスを提供することが当社の社会的使命

と考え、お客様とのコミュニケーションを大切にし、鮮度の高い商品とサービスをお客様にご満足いただける接客

で提供できる専門店を目指して、あらゆる努力をしてまいります。 

 ファッション事業においては、既存店舗の業績改善に注力するとともに、軌道に乗ってまいりました小売法人向

けの商品供給や販売業務委託事業の強化による売上高の拡大に努め、業績の早期回復に取組んでまいります。 

 EC部門につきましては、引き続き大幅な増収を見込める事業と位置付け、今後は自社サイトへの誘導による収益

性の向上にも取り組み、更なる売上の増大と利益体質の強化を図ります。 
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 これらにより、次期（平成28年３月期）の業績見通しにつきましては、決算期変更に伴い、13ヶ月の変則決算と

なる予定であり、売上高12,400百万円、営業利益160百万円、経常利益90百万円、当期純利益60百万円を見込んで

おります。 

(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 当事業年度末の資産につきましては、総資産は7,126百万円となり、前事業年度末に比べ829百万円減少いたしま

した。これは主に、第４四半期会計期間において次期に向けた商品在庫の圧縮に取組んだ結果、商品が1,127百万

円減少し、現金及び預金が473百万円増加したことなどによるものであります。

 当事業年度末の負債につきましては、負債合計は4,294百万円となり、前事業年度末に比べ32百万円増加いたし

ました。これは主に、長期借入金が約定弁済等により307百万円減少したほか、商品在庫の圧縮強化により仕入債

務が154百万円減少いたしましたが、運転資金の調達などにより短期借入金が456百万円増加したことなどによるも

のであります。

 当事業年度末の純資産につきましては、純資産合計は2,832百万円となり、前事業年度末に比べ862百万円減少い

たしました。これは主に当期純損失855百万円の計上によるものであります。

 これらの結果、自己資本比率は39.7％（前事業年度末は46.4％）となりました。

② キャッシュ・フローの状況

 当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ477百万円増加し

1,030百万円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当事業年度において営業活動の結果増加した資金は587百万円（前事業年度は661百万円の減少）となりまし

た。これは主に、当税引前当期純損失を813百万円計上しましたが、滞留在庫を中心とした商品在庫の圧縮によ

りたな卸資産が1,122百万円減少したこと、減価償却費134百万円の計上や未払消費税が136百万円増加したこと

などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当事業年度において投資活動の結果使用した資金は111百万円（前事業年度比9.1％減）となりました。これは

主に、売場面積の減床による効率化を図る改装等による有形固定資産の取得130百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当事業年度において財務活動の結果増加した資金は１百万円（前事業年度比99.8％減）となりました。これは

主に、長期借入金の返済577百万円、社債の償還40百万円、リース債務、設備割賦契約の返済98百万円を行いま

したが、運転資金の調達等で短期借入金の純増477百万円、長期借入金250百万円の調達を実行したことなどによ

るものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

 
平成23年
２月期

平成24年
２月期

平成25年
２月期

平成26年
２月期

平成27年
２月期

自己資本比率（％） 51.8 52.1 51.7 46.4 39.7

時価ベースの
自己資本比率（％）

12.9 12.5 15.7 22.6 27.5

キャッシュ・フロー対
有利子負債比率（年）

－ 69.7 39.3 － 5.3

インタレスト・
カバレッジ・レシオ（倍）

－ 0.7 1.1 － 7.4

自己資本比率：（純資産合計－新株予約権）／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※ 有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。

※ 営業キャッシュ・フロー及び利払いは、キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッ

シ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。
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 なお、平成23年２月期及び平成26年２月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率、インタレスト・カバレッ

ジ・レシオは、営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりません。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、株主への利益還元を会社として取り組むべき重要事項の１つと捉えており、利益還元の方法として積極的

かつ安定的な配当を実施していく方針としております。

 しかしながら、当事業年度におきましては、消費増税の影響による売上高の減少と商品在庫の適正化を図ったこと

により当期純損失を計上することとなりましたため、配当よりも当期については無配とさせて頂く予定でございま

す。

 次期以降については、まず業績改善により黒字転換を実現し、内部留保の蓄積と確実なる収益確保を行うことが結

果的に株主への還元になると考えており、早期の復配を目指してまいりますが、現時点では、次期についても無配と

させていただく見込みであります。

(4）事業等のリスク

 当社の経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のある事項については以下のようなものがあります。

① 経営成績の変動要因について

 当社は、下半期（9月～2月）においては、ファッション事業のクリスマス・年末年始商戦のウエイトが高い状況

にあり、商戦如何によっては当社業績に影響が及ぶ可能性あります。

 特に、当社の業績は、12月、１月にウエイトが高くなっており、上半期と下半期の業績に著しく偏りが生じる可

能性があります。

② 為替変動の影響について

 当社は、総仕入のうち約10％程度について海外からの直接仕入を行っており、為替変動の状況によっては業績に

影響を与える可能性があります。

③ 顧客情報の管理について

 当社は、営業戦略の柱として顧客情報を営業活動に活かすことや顧客とのコミュニケーションを図ることを目的

に、携帯端末による顧客管理システムである「LPCモバイル」の運営を行うとともに、「GINZA LoveLoveカード」

の発行により大量の顧客情報を取り扱っております。個人情報保護法の制定に伴い、当社では個人情報保護方針、

個人情報管理マニュアル等を策定し、情報管理及びプライバシー保護に努めており、過去顧客情報の流出による問

題は発生しておりません。しかしながら、今後、顧客情報の流出により問題が発生した場合には、その後の事業展

開、業績等に影響が及ぶ可能性は否定できません。

④ 減損会計の適用について

 当事業年度において、業績改善に至らなかった一部店舗の固定資産について、94百万円の減損損失を計上いたし

ましたが、今後、競合環境が激化するなか、一部店舗において損益が悪化する場合には、減損損失が発生する可能

性があります。

(5）継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、当事業年度において686百万円の営業損失を計上しておりますが、一方で営業活動によるキャッシュ・フ

ローは587百万円の増加となっております。

 平成26年４月１日に施行された消費税率の改定による消費の低迷が売上高の減少を招きましたが、第４四半期会計

期間に滞留在庫を中心とした商品在庫の消化に努め、量的にも質的にも適正な在庫水準まで圧縮する施策を講じまし

た。滞留在庫の消化においては値引販売を行ったことにより、営業損失を計上する結果となりましたが、一方で営業

キャッシュ・フローの黒字化を果たしております。また、営業キャッシュ・フロー増加が現金及び現金同等物の期末

残高の増加につながっていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりま

す。
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２．企業集団の状況

 当社は、関東、東海、中京、東北、関西地区を基盤に、24店舗の直営店を運営し、貴金属、装身具等の販売を行って

おります。また、インターネット通販サイトによる、全国の顧客に向けたブランドファッション商品の販売を行うほ

か、小売法人向けの商品供給も行っております。また、外商部門により、主に首都圏の法人向けの物販及び付帯サービ

スの提供を行っております。

 また、当社は、自社で保有する店舗及び駐車場や他社から賃借する店舗等の一部を他社に賃貸しております。

 

 当社の事業に係わる位置づけは次のとおりであります。

ファッション事業：

（店舗販売事業）

 当社は、ファッション部門において、貴金属、時計、バッグ・雑貨、ファッション衣料等の専門店を営んで

おり、東京都を中心に神奈川、埼玉、千葉、群馬、栃木、長野、福島、宮城、静岡、愛知、三重、岐阜、京

都、兵庫の各府県に店舗展開しております。

（インターネット通販事業）

 当社は、インターネット通販サイトによる、全国の顧客に向けたブランドファッション商品の販売を行って

おります。

（法人向け販売事業）

 当社は、ブランドファッション商品を扱う小売法人に向けたブランドファッション商品の供給を行っており

ます。

賃貸部門：

 当社は、自社で保有する店舗及び駐車場や他社から賃借する店舗等の一部を他社に賃貸しております。

 以上の概要を図示すれば、次のとおりであります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 従業員一人一人が自らの進歩を求め、一店一店がＣＳ（顧客満足）地域No１に挑戦すること、「カスタマーエージ

ェント」（お客様の代理人）として、顧客満足最大化を追求し企業価値を高めて参ります。すなわち、すべての経営

活動は店頭を出発点とし、お客様との絆を我々社員一同の使命としております。

 

(2）目標とする経営指標

 当社は、本業の収益性が明確に表れる売上高経常利益率を重視し、中期的には売上高経常利益率5.0％を目標とし

ております。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

① 現有資産の最大化

 当社は、中長期的な会社の経営戦略として顧客データベースをもとにした「現有資産の最大化」を推進してまい

ります。現有資産とは、2000年4月より開始したLPC（ラブ・プラス・クラブ）カードにより蓄積されたお客様情報

であります。このお客様情報を活用し、カテゴリー別に分類した施策に取組み、実績を残しております。今後はこ

のお客様情報を基にした顧客データベースマーケティングをさらに強化してまいります。なお、2011年２月21日よ

り、これまでのＬＰＣカードを携帯端末を利用した「LPCモバイル」へ移行し、お客様の顧客IDの携帯性を高める

とともに、2011年11月には「GINZA LoveLoveカード」をファッション店舗の顧客向けに発行しこれまで以上にご満

足いただけるサービス、情報をお届けできるよう会員サービスを充実させております。

② 地域密着・顧客密着

 当社は、店舗での商品、サービス提供の他、法人等のお取引先やお得意先様を担当する外商部門を設置しており

ます。店舗並びに外商部門を通じて、さらなる地域密着・顧客密着の強化を推し進め、お客様の満足度向上を図っ

てまいります。

③ 新規出店・アライアンス

 現況、当社は、既存店を強化し、よりマーケットの要請に適合する新しいコンセプトを取り入れた形態の店舗出

店を模索し、景気の状況を見ながら新規出店を行い事業の拡大を図ります。

 また、事業特性や海外マーケットにおいて相互補完でき、シナジー効果の得られる国内外の企業とのアライアン

ス及びＭ＆Ａについて、具体的な検討の段階に入っております。

 

(4）会社の対処すべき課題

① 営業力の強化

 従来から推進しております当社のデーターベースマーケティングであります「ＬＰＣ（ラブ・プラス・クラブ）

モバイル」、「ＬＰＣ（ラブ・プラス・クラブ）カード」会員の増強を図ってまいります。これにより収集したデ

ータを活用し、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等も利用した積極的な販売促進を行い来店客

数の増加に努めます。

 既存店においては免税店登録店舗を従来の銀座店に加え太田店（群馬県太田市）浜松市野店（静岡県浜松市）、

大高店（愛知県名古屋市）、越谷レイクタウン店（埼玉県越谷市）、鈴鹿店（三重県鈴鹿市）、各務原店（岐阜県

各務原市）の６店舗で認可を取りインバウンド需要の取り込みを強化してまいります。また、マーチャンダイジン

グを見直し、仕入精度の向上と本社と店舗とが一体となった定期的な売り場のメンテナンスを実施し商品鮮度の向

上に努めるとともにジュエリー、バッグ、財布等で展開しているオリジナルブランドの拡売や重点ブランドの売上

比率を高めることで粗利率の向上を図ってまいります。また各店舗の地域制や固定顧客に対する独自の販促企画を

展開し、モバイル配信やＤＭを行うなどきめ細かな顧客ニーズに対応した積極的なアプローチを行い「お客様に楽

しみと興奮を」（次期営業方針）の徹底をしてまいります。

 ＥＣ事業（インターネットショップ）においては、本店サイトの改修（スマートフォン対応）等、分かりやすさ

や認知度の向上を図るとともにブランド米やこだわりアイテムなどの新たな商品カテゴリーの取り扱いを行い売上

高の向上を目指してまいります。

 また、他法人向けの商品供給や販売業務委託についてもインバウンド需要の取り込みを中心に積極的に販路の拡

大を目指してまいります。

② コスト削減

 ＬＰＣ会員の増強やＳＮＳ配信、モバイル配信を利用した販促強化を図る一方、費用対効果の落ちてきたチラ

シ・販促宣伝物等の合理化などを中心とした戦略費を見直すとともに固定費、諸経費のコスト削減を図ってまいり

ます。

③ 人材の強化

 経営戦略との連動性の確保のため人材育成を図ってまいります。早期にコア人材として活躍が期待できる社員の

育成、お客様の視点、立場に立った付加価値の高い接客ができる社員の育成、企業価値の向上に寄与する社員を育

てるよう取り組んでまいります。
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４．財務諸表

（１）貸借対照表
 

    (単位：千円) 

  前事業年度 
(平成26年２月20日) 

当事業年度 
(平成27年２月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 699,113 1,172,342 

売掛金 348,559 370,211 

商品 4,296,687 3,169,541 

前渡金 27,452 17,810 

前払費用 30,089 25,667 

未収入金 31,340 14,750 

預け金 165,723 137,124 

その他 35,949 1,853 

貸倒引当金 △8,849 △8,382 

流動資産合計 5,626,067 4,900,920 

固定資産    

有形固定資産    

建物 983,036 905,152 

減価償却累計額 △596,396 △573,329 

建物（純額） 386,639 331,823 

構築物 133,967 111,863 

減価償却累計額 △73,037 △66,497 

構築物（純額） 60,929 45,366 

車両運搬具 5,812 5,812 

減価償却累計額 △5,812 △5,812 

車両運搬具（純額） － － 

工具、器具及び備品 325,583 218,610 

減価償却累計額 △250,332 △145,934 

工具、器具及び備品（純額） 75,251 72,676 

土地 854,400 854,400 

リース資産 70,580 83,846 

減価償却累計額 △23,231 △39,116 

リース資産（純額） 47,348 44,729 

有形固定資産合計 1,424,569 1,348,995 

無形固定資産    

ソフトウエア 7,772 27,557 

電話加入権 12,735 10,333 

リース資産 34,318 10,724 

無形固定資産合計 54,825 48,614 

投資その他の資産    

投資有価証券 87,224 119,369 

出資金 30 40 

長期前払費用 29,187 36,652 

差入保証金 734,352 671,741 

投資その他の資産合計 850,794 827,803 

固定資産合計 2,330,189 2,225,413 

資産合計 7,956,256 7,126,334 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月20日) 
当事業年度 

(平成27年２月20日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 153,195 97,590 

買掛金 300,941 201,563 

短期借入金 1,366,384 1,843,384 

1年内償還予定の社債 40,000 40,000 

1年内返済予定の長期借入金 361,204 340,560 

リース債務 69,420 61,026 

未払金 247,986 273,207 

未払費用 27,651 27,571 

未払法人税等 32,700 28,700 

未払消費税等 － 115,653 

前受金 10,272 27,285 

預り金 26 70 

賞与引当金 19,000 6,030 

店舗閉鎖損失引当金 24,756 415 

返品調整引当金 － 9,717 

設備関係支払手形 56,948 3,888 

資産除去債務 － 39,723 

その他 4,214 4,284 

流動負債合計 2,714,702 3,120,673 

固定負債    

社債 40,000 － 

長期借入金 1,010,358 703,057 

リース債務 83,054 33,906 

退職給付引当金 137,598 128,343 

役員退職慰労引当金 110,057 119,057 

長期未払金 53,111 72,381 

長期預り保証金 100,497 100,467 

繰延税金負債 5,594 8,438 

資産除去債務 6,968 7,972 

固定負債合計 1,547,240 1,173,623 

負債合計 4,261,942 4,294,296 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月20日) 
当事業年度 

(平成27年２月20日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,979,932 2,979,932 

資本剰余金    

資本準備金 1,417 1,417 

その他資本剰余金 598,286 598,286 

資本剰余金合計 599,704 599,704 

利益剰余金    

利益準備金 － 1,417 

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 107,359 △764,112 

利益剰余金合計 107,359 △762,695 

自己株式 △4,028 △4,214 

株主資本合計 3,682,967 2,812,726 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 11,346 19,310 

評価・換算差額等合計 11,346 19,310 

純資産合計 3,694,314 2,832,037 

負債純資産合計 7,956,256 7,126,334 
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（２）損益計算書
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年２月21日 
 至 平成26年２月20日) 

当事業年度 
(自 平成26年２月21日 
 至 平成27年２月20日) 

売上高    

家電小売売上高 215,122 205,479 

ファッション等小売売上高 11,525,541 9,797,343 

その他の売上高 172,503 165,618 

売上高合計 11,913,167 10,168,441 

売上原価    

家電小売売上原価    

商品期首たな卸高 795 11,974 

当期商品仕入高 194,968 161,858 

合計 195,764 173,832 

他勘定振替高 △5,030 △1,883 

商品期末たな卸高 11,974 2,984 

家電小売売上原価 188,821 172,732 

ファッション等小売売上原価    

商品期首たな卸高 3,218,604 4,268,551 

当期商品仕入高 9,645,072 6,426,162 

合計 12,863,676 10,694,714 

他勘定振替高 22,160 19,573 

商品期末たな卸高 4,268,551 3,029,501 

差引 8,572,965 7,645,639 

返品調整引当金繰入額 － 9,717 

ファッション等小売売上原価 8,572,965 7,655,356 

その他の売上原価 121,891 113,924 

売上原価合計 8,883,677 7,942,013 

売上総利益    

家電小売売上総利益 26,301 32,747 

ファッション等小売売上総利益 2,952,576 2,141,986 

その他の売上総利益 50,611 51,693 

売上総利益 3,029,489 2,226,428 

販売費及び一般管理費    

配送費 69,530 70,917 

クレジット手数料 161,448 139,611 

広告宣伝費 435,037 496,105 

貸倒引当金繰入額 △784 △467 

役員報酬 61,529 55,696 

従業員給料及び手当 813,752 786,946 

賞与引当金繰入額 19,000 6,030 

退職給付費用 11,155 12,824 

役員退職慰労引当金繰入額 10,067 9,920 

福利厚生費 157,007 150,706 

水道光熱費 83,244 76,330 

消耗品費 55,697 55,028 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年２月21日 
 至 平成26年２月20日) 

当事業年度 
(自 平成26年２月21日 
 至 平成27年２月20日) 

減価償却費 91,680 134,675 

地代家賃 502,440 449,869 

リース料 9,786 9,251 

その他 459,313 459,511 

販売費及び一般管理費合計 2,939,909 2,912,957 

営業利益又は営業損失（△） 89,580 △686,528 

営業外収益    

受取利息 3,372 2,638 

受取配当金 1,439 1,556 

店舗閉鎖損失引当金戻入額 45,304 5,089 

還付消費税等 － 5,857 

協賛金収入 13,028 － 

その他 17,200 10,688 

営業外収益合計 80,345 25,829 

営業外費用    

支払利息 51,501 78,972 

支払手数料 12,000 8,880 

その他 8,791 9,882 

営業外費用合計 72,292 97,735 

経常利益又は経常損失（△） 97,632 △758,433 

特別利益    

受取保険金 80,110 － 

投資有価証券売却益 － 49,131 

特別利益合計 80,110 49,131 

特別損失    

固定資産除売却損 29,543 30,487 

減損損失 8,630 94,435 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 415 

事業撤退損 6,579 － 

特別損失合計 44,753 125,338 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 132,990 △834,641 

法人税、住民税及び事業税 26,553 22,310 

法人税等調整額 △922 △1,074 

法人税等合計 25,631 21,236 

当期純利益又は当期純損失（△） 107,359 △855,877 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成25年2月21日 至 平成26年2月20日）

                (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 
合計 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備
金 

その他利
益剰余金 

利益剰余
金合計 

  
繰越利益
剰余金 

当期首残高 2,979,932 1,597,654 300,000 1,897,654 － 
△1,283,77

2 
△1,283,77

2 △3,911 3,589,902 

当期変動額                   

剰余金の配当   1,417 △15,595 △14,177   － －   △14,177 

準備金から剰余金への
振替   △1,597,654 1,597,654 －         － 

欠損填補     △1,283,772 △1,283,772   1,283,772 1,283,772   － 

当期純利益           107,359 107,359   107,359 

自己株式の取得               △116 △116 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                   

当期変動額合計   △1,596,236 298,286 △1,297,950 － 1,391,131 1,391,131 △116 93,064 

当期末残高 2,979,932 1,417 598,286 599,704 － 107,359 107,359 △4,028 3,682,967 

 

       

  評価・換算差額等 
純資産合計 

  その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 

当期首残高 5,331 5,331 3,595,234 

当期変動額       

剰余金の配当     △14,177 

準備金から剰余金への
振替     － 

欠損填補     － 

当期純利益     107,359 

自己株式の取得     △116 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

6,014 6,014 6,014 

当期変動額合計 6,014 6,014 99,079 

当期末残高 11,346 11,346 3,694,314 
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当事業年度（自 平成26年2月21日 至 平成27年2月20日）

                (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 
合計 

  

資本準備金 その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利
益剰余金 

利益剰余
金合計 

  
繰越利益
剰余金 

当期首残高 2,979,932 1,417 598,286 599,704 － 107,359 107,359 △4,028 3,682,967 

当期変動額                   

剰余金の配当         1,417 △15,594 △14,176   △14,176 

準備金から剰余金への
振替                 － 

欠損填補                 － 

当期純利益           △855,877 △855,877   △855,877 

自己株式の取得               △186 △186 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                   

当期変動額合計         1,417 △871,471 △870,054 △186 △870,240 

当期末残高 2,979,932 1,417 598,286 599,704 1,417 △764,112 △762,695 △4,214 2,812,726 

 

       

  評価・換算差額等 
純資産合計 

  その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 

当期首残高 11,346 11,346 3,694,314 

当期変動額       

剰余金の配当     △14,176 

準備金から剰余金への
振替     － 

欠損填補     － 

当期純利益     △855,877 

自己株式の取得     △186 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 7,963 7,963 7,963 

当期変動額合計 7,963 7,963 △862,276 

当期末残高 19,310 19,310 2,832,037 
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（４）キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年２月21日 
 至 平成26年２月20日) 

当事業年度 
(自 平成26年２月21日 
 至 平成27年２月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 132,990 △834,641 

減価償却費 91,680 134,675 

減損損失 8,630 94,435 

受取保険金 △80,110 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） △41,444 △12,969 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,683 △9,254 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,167 9,000 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 124,081 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △140,599 △467 

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △59,055 △24,341 

受取利息及び受取配当金 △4,811 △4,194 

支払利息 51,501 78,972 

固定資産除売却損益（△は益） 29,543 30,487 

投資有価証券売却損益（△は益） － △49,131 

売上債権の増減額（△は増加） 36,819 △4,639 

たな卸資産の増減額（△は増加） △849,236 1,127,145 

前払費用の増減額（△は増加） △2,178 4,137 

未収入金の増減額（△は増加） 76,588 16,589 

仕入債務の増減額（△は減少） 58,355 △145,340 

未払金の増減額（△は減少） △34,917 26,747 

未払消費税等の増減額（△は減少） △70,225 136,661 

未払費用の増減額（△は減少） △2,460 124 

預り金の増減額（△は減少） △815 44 

預り保証金の増減額（△は減少） △14,226 △30 

その他 4,604 113,892 

小計 △679,802 687,903 

利息及び配当金の受取額 1,977 2,040 

利息の支払額 △54,312 △78,891 

法人税等の支払額 △27,253 △23,810 

保険金の受取額 97,419 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー △661,971 587,242 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年２月21日 
 至 平成26年２月20日) 

当事業年度 
(自 平成26年２月21日 
 至 平成27年２月20日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増加 △280,000 △198,000 

定期預金の減少 229,000 202,000 

有形固定資産の取得による支出 △218,578 △130,498 

有形固定資産の除却に伴う支出 － △15,140 

無形固定資産の取得による支出 △486 △24,721 

投資有価証券の取得による支出 － △50,067 

投資有価証券の売却による収入 － 78,936 

差入保証金の取得による支出 △46,428 △1,340 

差入保証金の回収による収入 198,369 48,216 

貸付金の回収による収入 179 － 

長期前払費用の取得による支出 － △16,941 

その他 △4,788 △4,068 

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,733 △111,624 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 318,546 477,000 

長期借入れによる収入 940,000 250,000 

長期借入金の返済による支出 △241,744 △577,945 

社債の償還による支出 △40,000 △40,000 

自己株式の取得による支出 △116 △186 

配当金の支払額 △14,161 △14,405 

セールアンドリースバック取引による収入 16,527 5,545 

リース債務の返済による支出 △62,446 △69,820 

設備割賦契約の返済による支出 △21,286 △28,575 

財務活動によるキャッシュ・フロー 895,317 1,611 

現金及び現金同等物に係る換算差額 53 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 110,665 477,229 

現金及び現金同等物の期首残高 442,447 553,113 

現金及び現金同等物の期末残高 553,113 1,030,342 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法

時価法を採用しております。

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法

家電部門（一般家電・AV家電・季節家電・情報家電・その他） 

…移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、その

他（ゲーム機器・ソフト）については個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）

ファッション部門（貴金属・ファッション衣料・時計・バッグ・メガネの単品管理商品）

…個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

４．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）…定率法

 但し、平成10年４月１日以降取得の建物（建物附属設備を除く。）については、定額法を採用しており

ます。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物  ６～29年

その他 ４～20年

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

 当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成25年２月21日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

 なお、これによる当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

無形固定資産（リース資産を除く）…

 ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）による定額法

リース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引のうち、平成21年２月20日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっております。

長期前払費用…支出の効果の及ぶ期間で均等償却

５．外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

６．引当金の計上基準

(１)貸倒引当金

 売掛金等の債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(２)賞与引当金

 従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

(３)返品調整引当金

 事業年度末日後に予想される売上返品による損失に備えて、商品の売上返品見込額に対する売上総利益

相当額を計上しております。

(４)退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度の末日における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。
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 数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(８年)

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

(５)役員退職慰労引当金

 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

(６)店舗閉鎖損失引当金

 当事業年度に確定した主力店舗の閉鎖に伴う損失に備えるため、翌事業年度以降に発生すると見込まれ

る額を計上しております。

７．ヘッジ会計の方法 

（１）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。

（２）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…通貨スワップ

ヘッジ対象…買掛金

（３）ヘッジ方針

商品の海外調達に伴う為替リスク低減のため、対象債務の範囲内でヘッジを行っております。

（４）ヘッジの有効性評価の方法

ヘッジ開始時より有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較

し、両者の変動額等を基礎にして判断しております。

８．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還

期限の到来する短期投資からなっております。

９．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1)消費税等に関する会計処理

 消費税及び地方消費税については税抜方式によっております。

 

（未適用の会計基準等）

該当事項はありません。
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（持分法投資損益等）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものであります。

 当社は、主に、輸入ブランドファッション商品の店舗での販売やインターネット通販による小売に加え、小売法人

向けの商品供給や販売業務委託を運営する「ファッション」事業のほか、自社物件の旧店舗及び駐車場設備や賃借物

件の店舗設備等を他社に賃貸または転貸する「賃貸部門」を運営しており、それぞれ、包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

 したがって、当社は、「ファッション」と「賃貸部門」の２つを報告セグメントとしております。

 なお、「ファッション事業」とは別に、家電商品、空調設備、太陽光発電システム、ＬＥＤ照明、リフォームなど

の販売を手がける「外商部門」を設置しておりますが、当該部門は、売上高、セグメント利益または損失、資産、負

債その他の項目の金額に重要性がないため、現状、報告セグメントとしておりません。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前事業年度（自 平成25年２月21日 至 平成26年２月20日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
調整額 

（注）2 3 

財務諸表 
計上額 

（注）４   ファッション 賃貸部門 計 

売上高            

外部顧客への売上高 11,526,580 171,464 11,698,045 215,122 － 11,913,167 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 11,526,580 171,464 11,698,045 215,122 － 11,913,167 

セグメント利益 622,447 46,650 669,097 24,982 △596,447 97,632 

セグメント資産 5,426,204 952,652 6,378,857 14,875 1,562,524 7,956,256 

その他の項目            

減価償却費 69,332 1,643 70,976 － 20,703 91,680 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
356,738 4,490 361,228 － － 361,228 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり外商部門等であります。

２．セグメント利益の調整額△596,447千円は、本社経費等の調整額であります。

３．セグメント資産の調整額1,562,524千円は、報告セグメントに帰属しない全社資産であります。その主な

ものは、余剰運用資金(現金預金)、金銭債権(売掛金、未収入金)、長期投資資金(投資有価証券、出資

金)であります。

４．セグメント利益は、財務諸表の経常利益と調整をしております。
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当事業年度（自 平成26年２月21日 至 平成27年２月20日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
調整額 

（注）2 3 

財務諸表 
計上額 

（注）４   ファッション 賃貸部門 計 

売上高            

外部顧客への売上高 9,797,343 165,618 9,962,962 205,479 － 10,168,441 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 9,797,343 165,618 9,962,962 205,479 － 10,168,441 

セグメント利益又は損失

（△） 
△180,082 50,442 △129,639 5 △628,799 △758,433 

セグメント資産 4,169,993 951,474 5,121,468 5,793 1,999,072 7,126,334 

その他の項目            

減価償却費 101,499 2,278 103,778 － 30,897 134,675 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
148,451 707 149,158 － 20,610 169,769 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり外商部門等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△628,799千円は、本社経費等の調整額であります。

３．セグメント資産の調整額1,999,072千円は、報告セグメントに帰属しない全社資産であります。その主な

ものは、余剰運用資金(現金預金)、金銭債権(売掛金、未収入金)、長期投資資金(投資有価証券、出資

金)であります。

４．セグメント利益又は損失（△）は、財務諸表の経常利益と調整をしております。

【関連情報】

前事業年度（自 平成25年２月21日 至 平成26年２月20日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項はありません。

- 19 -

㈱セキド（9878） 平成27年２月期　決算短信（非連結）



当事業年度（自 平成26年２月21日 至 平成27年２月20日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 平成25年２月21日 至 平成26年２月20日）

  （単位：千円） 

  ファッション 賃貸部門 合計 

減損損失 8,630 － 8,630 

 

当事業年度（自 平成26年２月21日 至 平成27年２月20日）

  （単位：千円） 

  ファッション 賃貸部門 合計 

減損損失 94,435 － 94,435 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自 平成25年２月21日 至 平成26年２月20日）

 該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成26年２月21日 至 平成27年２月20日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自 平成25年２月21日 至 平成26年２月20日）

 該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成26年２月21日 至 平成27年２月20日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前事業年度
（自 平成25年２月21日
至 平成26年２月20日）

当事業年度
（自 平成26年２月21日
至 平成27年２月20日）

 
１株当たり純資産額 260円 59銭

１株当たり当期純利益金額 7円 57銭
 

 
１株当たり純資産額 199円 79銭

１株当たり当期純利益金額 △60円 37銭
 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 （注）１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

(自 平成25年２月21日
至 平成26年２月20日)

当事業年度
(自 平成26年２月21日
至 平成27年２月20日)

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額    

当期純利益金額又は当期純損失金額（△）

（千円）
107,359 △855,877 

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額又は当期純損

失金額（△）(千円）
107,359 △855,877

期中平均株式数（千株） 14,177 14,176

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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５．その他

 役員の異動

 役員の異動については、記載が可能になり次第「決算発表資料の追加（役員の異動）」として開示いたします。
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